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コメント 4 

近代と東アジア 

小島泰雄 
 
はじめに 

 今回のコメントは本プロジェクトの時空をめぐるものとなる。すなわち近代と東アジア

の２点に焦点をあわせてゆくこととする。 
 
１．隣の庭が道路になっていた 

 10 年ほど前、ひさしぶりに実家に帰ったとき、隣家の庭の一部が道路になっていた。事

情を父に尋ねると、土地登記と実際の宅地区画が異なっており、市と隣家が相談したうえ

で、登記にあわせて道路の拡幅が行われたとのことだった。 
 3 平米にも満たないささやかな区画変更ではあるが、日本の地籍図が持つ権威の強さを語

るには十分な事例であろう。一方、中国では地籍の整備は、政府によって繰り返し標榜さ

れるが、土地が国有である都市においては、地籍の整理が進められているものの、集団所

有の農村においては、まだその実施は例外的である。 
 東アジアの隣国である中国と日本、その間には多くの類似がある一方で、いくつかの相

違がある。たとえば本プロジェクトが対象とする土地調査事業について言えば、ルースな

中国とタイトな日本、という対照的な性格を指摘することができるように思われる。 
 田口報告が他項権利に注目し、大坪報告が旗人を取り上げ、片山報告が佃権をキーワー

ドとしたように、プロジェクトは十分にこの日中間の差異を意識して進められているので

あるが、ここであえて、東アジアにおけるこの違いが何に由来するのかについての見通し

について、個別の検討と考察の作業の文脈において語ることを、課題として提示したい。 
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２．２枚の成都図 

      
        光緒二十年図              光緒二十一年図 

出典：「四川省城街道図」呉紹伯、         出典：「四川省城街道図」楊維藩、 
   光緒二十年（1894）、               光緒二十一年（1895）、 

《成都市志 勘測志》（1997）所載。         東北大学付属図書館所蔵。 
 
 19 世紀の終わりに描かれた２枚の成都図には、明確な転回が確認される。それをひと言

でいえば、「正確さ」の獲得であろう。成都は正南北から東に 20 度ほど傾いた都市軸をも

っているが、光緒二十年図には十分に表現されず、光緒二十一年図には明快に表現されて

いる。 
 この違いについて、光緒二十一年図を描いた楊維藩が、その題記に次のように述べる。 
 

「城壁に登って、都市図をひろげて見ると、方角が違っていた。そこで李怡鴻君と一緒

に、新しい方法によって歩測し、この図をえがいた。」 
 
 この正確さを獲得した成都図につい

て「全蜀の嚆矢」という矜持をもって

いる楊維藩は、武漢から成都へやって

きた人物である。 
 清末に行われた全国的測量作業にお

いて、武漢は一つの中心を形成してい

た。張之洞が推進した洋務運動の影響

下で、西洋の測量を取り入れた測絵作

業が進められた。楊維藩がその測量作

業に従事していたことは、この題記に

も記されている。近代に触れた楊維藩

にとって、方角を違えた地図はすでに

乗り越えるべき対象となっていたので

ある。 
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おわりに 

 プロセスとしての近代化は、この 2 枚の成都図の間にあるような、近代への一歩を踏み

出す瞬間の集合と捉えることも可能だと思われる。近代を西洋の衝撃と関連づけて考える

東アジアにおいて、こうした想定は一定の説明力を有するだろう。そうした視点から個々

の作業における発見を整理することを、もう一つの課題として提示したい。 
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